
之
を
す
ゝ

め
る
O
(
態
E
)

0

朝

鮮

の

繋

落

後

篇軸
鮮
紙
幣
肺

昭
利
十
咋
三
月
三
十
日

朝
鮮
粗
僚
船

の
故
紙
触
感
糾
恋
の
其
八
と
し
て
呪
託
*
牛
氷
助
氏
の

制
凝
析
先
に
か
1
る
難
路
綱
の
後
純
が
出
た
｡

こ
れ
は
久
し
-
符
党
の

も
の
で
あ
る
丈
け

に
沓
姓
氏
の
柵
地
顔
狐
に
臼
か
ら
見
放

の
念
を
故
ず

る
'本
符
は
同
族
雅
拓
の
調
査
で
あ
っ
て
'
同
本
同
姐
の
も
の
が

tl
部
括

父
は

一
地
方
に
払
間
伐
倍
せ
る
も
の
1
枚
腰
で
あ
る
が
'
喜
S
L氏
の
云

は

れ
る
や
う
に
世
卯
に
柿
に
布
衣
す
る

も
の
で
あ
ら
う
､
光
し
光
拝
文

化
の
発
展
し
た
腔
斯
民
族
が
米
河
'
揚
子
江
の
大
平
原
に
移
住
囲
軸
を

は
じ
め
た
布
史
以
前
か
ら
､
ダ
-
の
こ
れ
ら
の
代
旗
か
ら
派
放
し
た
新

代
は
或
は
北
に
或
は
西
に
或
は
氷
に
移
謝
し
た
が
､
そ
の
移
劫
の
叔
初

か
ら
比
に
家
族
的
で
あ
っ
た
'
そ
れ
が
あ
る
地
を
古
掘
起
仕
す
る
や
､

い
よ
-
1

拭
-
土
に
親
み
'
同
族
州
よ
り
州
助
け
て
､
子
孫
の
長
逝
を

計

っ
た
､
こ
ゝ
に
所
謂
火
洋
偶
数
や
泣
敦
の
枇
杷
が
抜
放
し
た
､
本
省

は
守

り
し
た
太
古
か
ら
の
拭
放
移
動
と
粧
性
と
の
関
係
を
桝
に
指
示
す

る
'節

'L
'
批
氏
の
細
道
と
同
故
郷
搭

鱗
こ
1
'
翁
放
輿
燈
と
同
族
弥
指

節
三
､
=;=
化
氏
族

の
同
姓
部
路

節
四
､
同
族
淵
拓
の
分
和
'
第
五
､

同
族
潮
路
と
佃
数
妙
力
及
び
地
方
に
於
け
る
備
称
'
両
班
価
虫
の
分
和

妨
六
'
特
色
あ

る
同
族
部
拓
'
抑
諭
か
ら
成
iFfL
､
菊
枇
九
九
m
.rq,7,
め

本
文
と
故
甘
の
蔓

的
版
を
附
加
し
た
舶
大
な
朝
食
と
な
っ
た
'
意
地
氏

の
串
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
印
刷
製
版
の
方
々
も
勉
め
た
も
の
だ
と
い

は
ざ
る
を
杓
な

い
O

郁

川

い
づ
れ
に
し
て
も
批
氏
を
故
ん
ず
る
こ
と
は
光
沖
人
倫
渚
徳
の
逓
訓

で
あ
る
.
我
等
は
か
う
し
た
桝
光
が
日
本
の
内
地
に
於
て
も
試
み
ら
れ

る
日
の
雑
た
ら
ん
こ
と
を
所
ら
ざ
る
を
柑
な
い
O
(
港
;
)

.

l■■二日〓lt=二一1
-
〓〓l■
l
〓

■〓▲■l〓一二l■_〓一二l

雑

報

_==■llここ■-lここ■ll
ここl1-こ=lllここllll二一

〇

里

昂

に
於

け

る

本

邦

生

箱

一
九
三
四
坤
に
於
て
は
前
年
に

引
き
つ
ゞ
き
日
本
放
線
は
耕
著
な
る
遊
出
む
な
し
､
リ
オ
ン
に
於
て
共

節

l
位
を
占
め
た
｡
粗
氷
支
那
綿
や
伊
火
刑
綿
を
任
用
し
て
ゐ
た
磯
紫

衣
は
'
本
邦

$
l綿
を
拭
て
代
川
す
る

こ
と
の
可
熊
な
る
を
究
め
漸
次
其

伐
州
を
馴
致
し
た
織
姫
で
は
あ
る
が
､

串
に
本
舛
好
況
で
あ
っ
た
紙
物

に
過
食
す
る
地
線
で
あ
っ
た
か
ら
､
伯
杵
の
僻
脈
と
州
待

っ
て
臓
洲
血

林
と
支
那
水
耕
を
鵬
倒
す
る
こ
と
が
川
本
た
｡

日

本

仰

閥

支

那

脱

水

1
九
三
二
年

1
九
三
三
咋

只
荻
､空
工
地

山rh
tI.竺
奴

山
九
三
田
坤

1rl三
1'悪
九

籍
(
.八
心
七

山:0
,ヒ､0
詣

11.L天
'意
肘

望

ヨ
元
丸

吉
弧
､帥
宝

二
六
〇
'墨

t

二
二
三
ハ空

二
八
て
九
〇
(

天
九
､賢
二

こ
の
未
に
見
る
や
う
に

一
九
三
川
叫
に
は
非
常
な
齢
逝
で
あ
る
が
､

こ
の
紡
米
伊
大
利
蝕
練
に
影
響
を
放
し

一
時
輸
入
制
限
の
礎
も
き
こ
え

た
位
で
あ
っ
た
が
九
月
以
後
現
出
好
軸
し
て
今
日
に
及
ん
だ
､
釆
幽
向

の
田
本
収
縮
は
･H
と
し
て
納
靴
下
淑
作
と
い
ふ
聯
純
な
分
前
の
籍
川
で

芸
七

七
七



地

球

解
二
十
田
谷

あ
る
が
'
-
オ
ン
は
高
級
紙
物
の
本
場
で
あ
る
か
ら
'
北
綿
の
‖川
質
を

吟
味
す
る
政
に
､
今
後
.S
用
の
方
丙
に
艇
じ
て
良
品
を
併
給
し
な
-
て

は
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
｡

〇

四

川

省

の
富

源

四
川
は
宙
水
大
船
と
純
し
物
建
地
蒜
目
敏
概
は

熱肝
に
妊
-
鹿
円
は
咋
三
川
の
牧
稗
あ
り
､
金
銅
鋤
鈴
等
の
銀
座
が
あ

り
余
凶
相
研
上
梓
め
て
先
輩
の
地
位
を
占
む
る
も
情
む
ら
-
は
地
勢
損

城
の
特
殊
な
捌
僻
で
政
局
骨
に
不
山賀
ま
た
余
力
を
火
床
に
仰
ふ
る
こ
と

が
川
氷
な
い
t
nハ
串
に
樹
人
虻
雑
関
数
四
北
の
妙
を
大
に
す
る
に
hri
-

田
川
に
日
を
む
け
る
も
の
も
多
-
な
っ
た
'共
会
所
桝
は
四
〇
二
六
三
'

田
中
甘
粁
に
し
て
各
省
餅
七
位
､
人
目
は
七
千
筒
と
柿
す
､
地
肪
-
人

多
-
附
判
も
火
で
愉
川
人
が
多

い
､
氏
閥
十
七
年
輸
入
八
'
二
五
rJ
C
)～

0
0
0
元
締
川
五
五
五
､
滋
0
0
'
0
0
0
元
で
あ
っ
た
が
同
二
十
二
非

に
は
輸
入
三
八
､
九
〇
〇
㌧
0
0
0
元
衝
川
三
〇
､
九
C
O
､
C
O
C
元
に

放
減
し
た
､
大
勝
に
袈
妙
に
向
ふ
て
ゐ
る
擁
川
濃
紫
口｡:
た
る
､
締
､
桐

油
､
轍
､
熊
村
､
宜
布
､
舶
紫
､
紙
な
ど
も
す
べ
て
不
振
で
あ
る
｡

四
川
の
如
拙
上
出
庫
に
利
州
し
う
べ
き
も
の
即
ち
ポ
淡
､
鋤
'
前
曲

水
力
串

の
非
本
産
業
か
ら
み
る
と
､
阿
川
の
石
盤

の
拙
減
免
は
山
西
の

七
千
官
位
噸
'
湖
南
の
九
甘
倍
棚
に
つ
い
で
齢
三
位
を
し
め

入
官
O
.tiiqr

位
噸
と
い
は
れ
る
が
'
土
法
で
採
収
す
る
に
止
ま
っ
て
利
用
不
足
で
あ

る
､
企
掛
も
亦
銀
髄
江
に
つ
い
で
解
二
位
､
前
曲
は
敦
地
の
中
砿
に
分

和
し
訪
粧
牛
粥
路

の
附
近
で
は
不
納
非
四
つ
あ
り
州
射
し
て
甘
僚
丈
に

'Hr出
れ
ば
蚊
親
境
川
､
二
三
官
八
の
高
さ
に
上
り
ポ
油
を
境
川
す
と
い
は

れ
別
紙
非
は
宙
水
布
令
で
あ
る
'
水
力
で
は
多
川
の
地
で
長
江
此
ハ他
の

節
二
雛

蒜

八

七
八

諦
江
南
北
に
糾
糾
し
'
水
流
急
に
し
て
河
解
の
傾
斜
大
な
る
が
故
に
鮒

と
潮
に
と
む
､
荊
臓
鮮
邦
の
水
力
は
利
用
さ
れ
る
日
を
待

っ
て
ゐ
る
｡

此
ハ物
権
に
は
桐
油
の
如
き
蛇
的
近
木
枠
出
品
車
地
も
侶
佃
あ
る
斑
易

品
で
あ
り
'
北
ハ輸
出
先
は
次
節
に
榊
加
し
全
問
産
川
の
四
〇
%
'
千
二

好
餌
元
に
も
珪
し
て
ゐ
る
､
純
桑
に
池
す
る
土
地
だ
か
ら
常
設
の
歴
史

も
古

い
'
故
に
綿
肺
二
十
億
毅
に
及
び
三
瀬
糖
の
地
線
が
出
水
'
江
妹

桝
江
の
掩
よ
-1
も
上
帝
で
あ
る
､
叉
四
川
は
韓
米
の
地
で
水
川
串
E
'

五
九

1
'
甲
九
.血
.C
d

O
公
畝
で
あ
る
､
四
'
九
七
.i
.
二
荻
二
戸
の
放

伐
は
余
釘
人
目
の
六
九
%
朗
で
あ
る
､
席
臓
に
的
し
て
は
仝
省
両
群
の

四
分

.1
人
民
の
よ
っ
て
北
机
を
な
す
省
数
十
偶
人
に
達
し
年
産
桝
六
甘

前
抑
で
あ
る
が
日
下
不
況
で
こ
の
方
は
さ
う
盛
ん
で
は
な

い
'
新
興
工

米
と
し
て
苛
性
簡
捷
､
硫
慨
､
セ
メ
ン
ト
等

の
班
進
が
あ
る
､
耕
地
天

然
の
も
の
で
戟
蝕
き
れ
さ
る
も
の
は
多

い
｡

川
川
の
髄
は
非
鯨
で
あ
る
'
髄
気
分
桝
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
臆
刑
が
と
れ

る
､
簡
捷
に
北
す
る
こ
と
容
易
で
あ
り
'
こ
れ
ら
は
陶
非
､
政
柄
､
淑

紙
､
艶
色
'
:=:B
鞄
等

の
7i
柴
に
煎
嬰
な
戚
料

と
な
る
か
ら
大
塊
柵
に
胞

非
を
利
用
し
た

い
と
息
ふ
｡

硫
酸
は
硫
封
か
ら
つ
-
る
の
だ
が
関
川
に
は
秘
策
の
政
=_
が
多
-
川

氷
の
四
蝦
及
び
準
炎
山
鉾
に
産
す
る
､
セ
メ
ン
ト
の
威
料
た
る
市
政
'

粘
土
及
石
菅
は
四
川
の
産
が
よ
い
｡

嬰
す
る
に
四
川
に
は
利
用
す
べ
き
原
料
は
嬰
欝
な
の
だ
が
政
治
槻
柿

が
淀
-
不
利
な
世
を
作
-
る
に
王
ら
ば
恐
ら
-
四
川
は
技
呼
の
端
弧
を

快
復
す
る
に
煎
る
で
あ
ら
う
｡



0
寮

妃

支

部

の
燐

寸

工

煮

燐
寸
は
支
那
現
代
新
･,i
難
の
一
で

井聡
史
は
故
十
年
し
か
立
っ
て
み
な
い
､
光
綿
二
十
二
坤
か
ら

一
帖
は

日
本
燐
寸
が
糾
占
し
た
こ
と
も
あ
つ
た
が
脂
的
樵
約
の
舘
允
､
日
本
人

が
各
地
で
燐
寸
工
場
を
担

し
た
の
を
見
て
文
淋
人
の
制
榔
回
収
熱
を
刺

轍
し
四
川
に
い
ち
は
や
-
燐
寸
工
場
が
川
爽
'
光
紳
三
十

-i
年
に
北
平

に
升
鞭
公
司
が
た
ち
'
小爪
統
元
年
に
は
大
枠
に
も
川
氷
た
､
民
陶
似
非

大
に
致
展
し
て
現
水
八
十
九
工
場
が
あ
る
､
あ
ま
り
多
数
川
雑
た
の
で
.

鉱
産
過
剰
と
な
っ
た
､
且
つ
工
場
は
川
北
に
術
数
し
蘭
島
だ
け
に
十
三

工
場
も
あ
る
と
い
ふ
工
食
で
'
産
地
の
分
布
が
よ
-
な
い
'
資
本

の
最

大
な
火
中
離
骨
杜
は
三
甘
六
十
友
軍
u,,
に
も
珪
す
る
が
多
-
は

1
網
元

内
外
で
力
も
う
す

い
拭
図
二
十
三
年
似
非
新
税
率
で
沓
率
の
ー
倍
牛
に

も
上
っ
た
と
こ
ろ
'
輔
抱
の
餅
寸
の
ど
と
き
は
洋
式
磯
非
瀬
畑
だ
と
い

ふ
の
で
愉
1日
相
を
砥
が
れ
る
た
め
に

一
斑
大
建
に
覇
迭
し
こ
ん
ど
は
大

池
か
ら
天
神
､
鮒
轟
'
典
仙

(
碑
欝
を
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
'
統

制
き
れ
た
方
の
燐
寸
は

1
向
貿
れ
ず
隣
寸
統
制
に
困
思
っ
て
ゐ
る
D

日
本
米
他
の
外
閥
か
ら
の
輸
入
は
､
女
那
闘
蹟
晶
に
陳
倒
さ
れ
て

一

向
捗
々
し
-
な
い
'
政
に

1
時
は
教
官
珊
繭
か
ら
の
淋
鮒
粒
を
う
け
た

も
の
が
'
昭
和
七
年
三
十
鵜
泊
的
爾
と
な
り
､
昭
利
丸
印
に
は
七
掬
梅

剛
術
に
枇
繊
し
て
し
ま
っ
た
'
そ
こ
で
内
地
の
餅
寸
の
蝕
産
過
多
を
し

の
ぐ
た
め
に
日
下
脱
栄
が
や
か
ま
し
-
翰
談
さ
れ
て
み
る
け
れ
ど
も
､

東
郷
の
こ
と
だ
か
ら
舵
椀
も
あ
る
で
あ
ら
う
L
J
ど
う
も
前
払
は
明
朗

を
欽
-
や
う
で
あ
る
｡

0

滴

校

閲

の

畜

産

ハ
イ
ラ
ル
は
軸
旋
北
分
解
の
中
心
で
･
普
紐

郡

部

■
-

･
･-
･

ホ
p
y
パ
イ
ル
と
も

い
ふ
､
興
毅
北
朝
の
余
.人
口
休
に
大
瓶
､
そ
れ
が

す
べ
て
家
解
放
屯
政
の
耽
引
で
地
肌
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
'
北
浦
の
大

京
に
比
す
べ
き
魂
班
=州
は
帯
締
で
あ
る
､
家
畜
故
は

鵬

.二
I
八
'
克

.I

七
'
牛

1
一
二
三

九
〇
､
羊

六
九
九
､
三
〇
九
'
餅
椛

.Lg
t
四
二
九
'

範
他
六
三
'
五
二
五

で
あ
る
､
軸
半
裁
も
多
-
'
椙
と
牛
之
に
つ
ぐ
'

一
人
平
均
の
家
畜
は

〓
ハ
六
孤
で
､
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
放
牧
地
で
は
寮
費

獅
よ
-
数
十
疎
を
有
し
､
欝
裕
な
も
の
は
数
千
頚
で
あ
る
.

辛
皮
は
放
免
嬰
輪
川
茄.
で
冬
季
出
雛
が
屯
の
碑
放
し
た
上
等
品
'
夏
勢

毛
し
た
の
は
助
盤
政
と
い
ひ
下
等
で
あ
る
'
死
辛
皮
は

1
段
慈
-
狗
乙

に
緑
川
さ
れ

る
'
畠
爾
鵬
河
'
仰
敏
河
､
瞭
柾
恰
河
'
梅
枕
術
河
の
流

域
を
主

産
地
と
し

.I
九
二
七
年
ま
で
は
米
桝

(
輸
出
さ
れ
た
'
防
寒
用

具
に
過
し
北
満
で
の
必
謂
=.-･t
で

1
牧
上
等

1
固
､
下
等
五
十
鋼
の
願
で

あ
る
､
加
工
せ
る
も
の
は
高
-
五
脚
も
出
せ
ば
飛
切
と
な
る
､
こ
れ
は

現
水
不
況
の
僻
で
あ
る
'
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
上
等
晶
四
満
枚

一
月

か
ら
二
月
道
中
等
=｡=
一
掬
枚
､
三
月
に
下
笹
晶
五
千
枚
位
川
廻
る
､
陳

徳
元
年
は
米
的
の
不

況
で
H
粗
放
城
し
た
｡

浩
子
皮
'
油
附
子
皮
と
い
っ
て
地
紋

一
ケ
月
以
内
又
は
流
胎
し
た
仔

串

の
皮
は
良
訳
の
も
の
は
米

い
'
春
季
袈
さ
が
き
つ
い
か
ら
流
産
死
亡

す
る
の
で
､
四
円
か
ら
六
月
に
川
拠
り
が
多
い
､
発
は
し
い
深
い
の
は

加
工
し
て
綬
合
さ
れ
る
と

1
賛
分
七
十
帆
乃
至
こ
甘
問
に
な
る
'
但
し

t
枚
の
低
は
平
政
上
等
の
値
段
五
側
位
で
あ
る
､
弊
衣
政
は
僻
が
や
す

ケ
ー
ツ

い
か
ら
･E
衣
川
の
純

子

に
す
る
'
又
こ
れ
を
株
し
て
靴
や
手
袋
に
す
る

七
'
八
､
月
に
印
姐
-
網
代
枚
に
珪
す
る
､
川
平
政
も
純
毛
を
去
り
加

蒜
九

七

九



地

球

節
二
十
川
谷

エ
し
て
ド
ー
ハ
シ
ュ
ー
バ
を
つ
-
る
､
冬
期
六
七
千
枚
を
川
す
｡

牛
皮
は
少

い
取
成

1
神
威
､

一
等
晶
二
十
脚
'
虫
皮
は
弗
五
分

の
こ

こ
p
三
溺
枚
を
蹟
す
る
'
描
皮
は
大
部
分
は
死
鵜
で
あ
る
'
梅
肉
は
食

は
な
い
'
二
つ
に
分
け
前
税
子
皮
､
後
賊
子
皮
と
し
て
う
る
､

山
枚
二

脚
乃
至
何
例
五
十
錦

1
端
五
千
枚
.

狗
皮
は
上
等

山
枚
十
二
倒
､
下
等
四
囲
五
十
錦
七
十
月
切
花
が
揃

っ

た
と
き
屠
殺
す
る
､
加
工
淡
色
す
る

一
千
二
甘
枚
'

抑
皮
は
ニ
p
三
甘
枚
で
兎
皮
と

1
緒
に
う
ら
る
.

興
安
鶴

の
熊
の
皮
は
､
オ
ロ
チ
m
ン
の
狩
猟
で
あ
る
､
大
判
四
十
脚

小
型
二
十
剛
､
柵
敬
し
な
揺
さ
な
-
て
は
な
ら
ぬ
｡

狼
皮
は
ケ
ル
レ
ン
河
附
妃
'
ツ
ア
ン
ガ
ン
ノ
ー
ル
湖
の
南
ア
ル
グ
ン

河
の
北
に
多

い
.
大

1
枚
二
五
脚
'
小

一
耽

1
ニ
脚
､
冬
季
に
川
狙
は

る
､
施
政
は
五
阿
倍
'
苅
串
皮
は
五
十
錦
内
外
こ
の
野
故
の
粥
学
は
冬

季
弟
妹
だ
か
ら
好
猫
家
に
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
､

欄
は
仰
敏
河
井
他
の

河
に
ゐ
る
が
生
皮

1
枚
七
〇
捌
内
外
｡

串
宅
は
呼
倫
月
術

の
背
名
産
で
あ
る
､
大
正
十
餌
年

一
布
庇
大
洋
十

二
元
乃
至
十
六
元
も
し
た
が
今
日
は
五
脚
五
十
錦
位
に
;1
浴
し
た
'
蒙

古
水
部
の
羊
毛
は
ハ
イ
ラ
ル
に
苑
申
す
る
か
ら
､
北
蝕
で
は
こ
1
忙
紙

箱
工
場
､
跳
搾
.ri
場
を
綬
け
た
､
減
少
し
て
も

1
年
に
十
苅
封
腔

は
免

凍
る
､
胎
舵
宅
は
辞
挙
脱
毛
を
鵜
め
た
も
の
で

Tj
年
に
千
五
甘
布
鑑
乃

至
二
千
神
威
が
鵜
ま
る
'

ハ
ル
.iJ
ン
に
送
っ
て
外
炎
の
肉
細
に
伏
す

る
OS

.ハ仙

い
ろ
-
1
の
帯
産
品
す
べ
て
ハ
イ
ラ

ル
に
川
廻
る
'
昭
利
凹
年

解
二
班

宗

〇

八

〇

露
文
洗
節
以
雑
､
減
洲
朗
に
は
川
な

い
で
ハ
イ
ラ
ル
に
-
る
､
外
囲

へ

の
緑
川
は
毛
皮
と
半
舷
で
十
月
か
ら
四
月
ま
で
に
取
引
さ
れ
'
今
日
で

は
銘
幽
細
山
を
や
め
て
､

ハ
ル
ビ
ン
か
ら
奉
天
'
天
津
'
上
海

(
向
け

る
も
の
と
.
消
鋤
各
都
市
か
ら
紅

接
ハ
イ
ラ
ル
に
只
込
に
ゆ
-
も
の
と

が
あ
る
.
米
絢
が
解

7
の
臓
解
で
猟
逸
t
H
本
こ
れ
に
つ
ぐ
､
大
同
二

年
来
園
か
ら

の
申
込
で
天
津
的
拭
鈍
行
が
ハ
ル
ビ
ン
或
は
の
手
を
迅
じ

て
屯
良
知
を
賀
占
め
た
･T
め

1
時
好
凡加
銘
に
な
っ
た
が
､
昨
年
に
な
っ

て
火
の
消
え
た
や
う
に
蒋

状
に
視
し
た
｡

但
し
こ
れ
ま
で
的
攻
上
の
心
配
で
不
食
気
と
粕
伐
っ
て
拭
力
疲
弊
し

き
つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
､
郎
俄
が
な
-
な
つ
た
ら
益
々
多
-
の
毛
政
が

川
る
で
あ
ら
う
､
し
か
し
何
分
腐
れ
の
地
で
交
通
不
仰
で
あ
る
か
ら
匪

賊
の
絶
滅
は
容
易
で
な

い
が
少
し
-
時
日
を
か
せ
ば
見
込
は
十
分
で
あ

る
0

0

藤

嶋

蘭

の
農

薬

民
図
二
十
年
,
二
十
三
年
省
政
府
調
査
に
よ

れ
ば
会
省
人
口

約

./
九
〇
〇
'
O
C
〇
人

三
九
四
'
〇
六
七
戸

鹿
民
声
数

二
六
二
､
大
空

二
戸
-
三
〇
九
二

〇
九

と
も
あ
る
｡

捜
拭
人
口

1
.
四
九
七
'
七
七
六
人

或
一
､
六
〇
七
三

六
七

ど
う
も
戸
口
と
も
に
碓
餌
で
な
い
が
､
こ
の
甘
五
十
端
に
近

い
戯
蛇
は

地
主

〓
ハ
%
創
作
虚
三
組
肘川
中
･E
作
腔
二

六
%
小
作
虚
二
四
%
で
あ
っ

て
1
戸
常
耕

地
術
稗
千
畝

以
上
の
も
の
滋
.
四
七
四
戸
､
八
前
人
に
蓮

す
る
'
虚
は
三
年
輪
作

の
粗
放
偲
柴
で
施
肥
除
草
は
金
糸
行
は
ず
､
牛

鵬
に
よ
っ
て
六
人
家
裁
で

7
月
慣
五
千
畝
は
架
に
排
さ
れ
る
､
平
均
五セLゾ

十
二
畝
で
生
析
し
て
ゐ
る
1
度
作
物
は
榊
､
小
変
'
大
盤
､
滞
米
､
小



T
イ

米
(

相

の
剃
)
､
洗
米
(
架

?
)
､
鵬
子
､
拭
鈴
耕
､
大
文
､
ZjJ叫瓦
､
碗
瓦

紘
那
I且
の
軸
で
小

米
の
掩

政
も
多

い
､
十
敏
郎
前
節
瀞
が
牧
山
=_
脈
の

Lg
t
玄
拭
山村
砧
地
の
上
の
揮

い
土
の
上
に
朝
-

つ
-
ら
れ
て
ゐ
た
小
米

の
州
を
み
た
が
､
多
-
は
牧
柾
不
良
の
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
'
こ

の
小
米
が
省
内
で
節

11
の
･Tij.輩
食
料
で
あ
る
ら
し
い
七
秒
に
ひ
い
て
p

i].lei)ン

前
::餅

な

ど
に
し
て
食
ふ
の
で
あ
る
｡
米
は
叔
物
の
組
名
で
あ
る
か
ら
､

米

の
牛
を
み
て
日
本
の
米
と
同

山
槻
し
て
は
な
ら
ぬ
'
聖

教
日
を
姑
と

し
て
‖
内
で
は
芥
子
'
i=Z
染
p
小
五
､
;
外
で
は
小
米

(概
容
と
も
か

く
)
小
数
'些

且
を
Hi席
牌
と
す
る
'
五
工

1紙
の
:E
枇
か
ら
の
一
昨
sr

収
入
は
仲
に
二
甘
十
二
元
で
あ
る
'
そ
れ
と
も
人
目
少
-
し
て
土
地
の

朗
い
桝
で
あ
る
か
ら
'
雛
恰
術

の
農
蛇
に
は
北
色
が
あ
る
好
演
は
篠
人

称
日
二
十
仙
で
あ
る
､
口
外
で
は
小
作
虚
は
仇
居
北
ハ仙

1
切
を
準

Hiた

る
栄
人
か
ら
供
給
さ
れ
て
'
其
収
椎
を
折
半
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

腔
家
は
醐
非
と
し
て
牛
､
豚
t
は
'
半
'劫
を
か
う
､
就
中
豚
は
三
先
'

八
六
空

串
は
二
㌧
七
六
三
p
四
〇
〇
硯
､
牛

.t
O
川
'
鵬
九
聖

殿
六

.i

.
醍

1
七
四
'
刺
二
読

点
O
t
な
ど
と
い
ふ
軸
紫
が
あ
る
が
､
ど
こ

ま
で
信
川
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
'
し
か
し
終
曲
や
張
家
口
の
貴
範

は
山
北
の
他
州
あ
た
-
よ
-
も
迄
に
先
端
が
あ
る
'
し
か
し
民
蜘
十
川

叫
助
か
ら
土
11-蔓
桝
行
11iJ腔
難
も
袈
卸
し
て
ゐ
る
ら
し
い
'
口
外

の
比
和

地
川
端
九
｢
頃
'
米
和
地
正
純
朋
､
可
和
地
と
し
て
･iN4
人
比
桃

の
も
の

二
甘
七
十
鵜
城
を
刺
す
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
､
と
に
か
-
蹴

い
牧
羊
閣

と
な
る
見
込
は
十
分
で
あ
ら
う
｡

0邦

晶

進

出

問
題

日
本
の
='S
虻
に
於
け
る
判
易

の
赴
朕
は
大
に

榔

軸

訴
外
的
を
驚
か
し
Ir
ユ
ー
イ

ン
グ
ラ

ン
ド
紡
州
知
和
柑t
は
大
親
御
に
射

し
､
光
の
如
-
の
べ
た
.

荊
英

榊

の

紛

糾
の窮
状
を

マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ツ
州
の
例
に
み
る
と
'

1

九
二
三
年
に
は
斯
非

の
従
離
希
約
十

.I
鵜
川
千
人
､
貿
鉛
線
卿

.1
位
五

千
宵
鵜
弗
で
あ
っ
た
が
､

山
九
三
三
叫
に
は
夫
々
四
祇
fLFi
千
人
及
三
千

甘
満
弗
に
減
じ
､
叉
紡
錘
敗
も
十
五
年
前
に
は
約
三
千
七
甘
鵜
で
あ
っ

た
が
今
日
は
六
甘
端
に
減
じ
た
､
越
に
日
本
製
=W
の
葺
節
を
枇
止
し
な

-
て
は
な
ら
ぬ
､
就
て
ほ
職
人
紬
製
品
に
射
し
､
米
槻
内
の
製
産
教
と

同
等
の
郷
に
光
に

一
割
を
加

へ
た
串
捌
椎
を
淋
し
､
佃
職
倍
不
履
行
園

の
輸
入
Um
余
部
に
､
同
様
の
黙
止
的
の
措
聡
を
と
る
や
う
に
し
て
ほ
し

と
い
つ
た
が
､
米
機

の
軸
椎
週
報
な
ど
は
布
目
の
や
う
に
日
本
EM
池
川

の
術
効
的
和
解
を
な
し
世
を
幣
か
し
て
ゐ
る
､
し
か
し
日
本
の
栄
柵
思

川
と
い
ふ
こ
と
は
感
謝
し
て
ゐ

る
の
で
茄
の
や
う
な
軸
恭
な
陶
枕
引
上

を
虫
弧
は
し
な

い
､
四
月
十
二
日
､
米
関
大
統
制
が
斯
英
樹
五
州
如
窮

及
北
ハ代
表
衆
を
引
見
し
た
時
に

大
紋
縦
は

｢
日
本
柵
和
の
輸
入
が
妃

畔
噺
に
聡
加
し
た
こ
と
は
如
来
な
る
も
北
ハ輸
入
魚
は

一
九
三
五
年

1
月

中
に
約
三
宵
三
十
満
車
方
ヤ
ー
ド
'
二
月
中
に
E
E官
八
十
前
年
方
ヤ
ー

ド
で
佃
に
桁
の
准
肱
の
卿
加
を
梓
橋
す
る
と
し
て
も
､

1
九
三
五
年
度

の
紙
輸
入
は
凶
千
九
甘
湘
平
方
ヤ
ー
ド
に
止
ま
る
べ
-
'
こ
れ
は
米
凶

の
1
九
三
三
咋
比
企
韓
餅
の
偶
に
七
.E
に
す
ぎ
な
い
'
陳
情
額
の
迎
ぶ

る
が
如
き
懲
威
は
軸
い
'
日
下
の
所
員
本
日州
に
制
限
手
段
を
執
る
の
伽

川
は
拙
め
な
い
L
と
い
つ
た
と
い
ふ
が
何
れ
に
し
て
も
日
本
品
の
遊
出

は
世
非
各
組
の
ー111
牌
と
な
っ
た
｡

ニ
.(
1

八
-i



地

球

妨
二
十
凹
懲

油

粕
佃
の
報
幹
に
よ
る
と
快
洲
綿
肺
非
の
椛
戚
肴
は
､
邦
nM
の
逝
ほ

に
つ

い
て
末
の
如
-
め
..(
て
ゐ
る
J

l
凡
そ
秋
水

の
世
外
に
三
つ
の
鵜
な

っ
た
糎
的
組
軌
が
あ
る
､
節

1
は

欧
州
大
粒
の
紬
･,.桝
組
純
で
､
出
産
修
仲
依
然
韓
琴
を
舵
せ
ず
'
分
別1
化

の
･H
効
も
充
分
で
な
-
触
駄
な
兜
を
な
す
糾
純
で
あ
る
'
節
二
は
非
'

釆
'
即
ち
ア
ン
グ
ロ
サ
キ
ソ
ン
系
の
細
桝
糾
紙
で
大
減
税

の
令
批
糾
紙

叉
は
組
骨
組
純
を
松
本
と
し
､
∬
コ
オ
ペ
ラ
チ
ー
フ
の
如
き
制
酸
で
地

産
休
作
に
改
良
を
加

(
た
も
の
､

終

三
は
所

謂

姥
水
分
両
の
榊
腔
で
あ

る
､
節

fi
の
大
帖
と
il-.&
二
の
英
米
と
は
仕
事
の
や
り
方
も
ち
が
い
批
骨

上
の
糾
純
の
州
漣
も
あ
る
'
例

(
ば
俳
細
な
ど
は
ii
地
は
･E
己
の
仲
村

で
'
収
穫
は
仙
人
の
も
の
で
な
-
臼
家

の
も
の
と
し
て
腔
家
か
ら
市
場

(
招
川
す
る
が
､
英
米
で
は
糾
合
が
政
雄
し
､
各
筒

の
腔
家
は
出
離
上

狗
故
紙
紐
で
な
-
､
出
席
は
合
同
組
合
で
な
さ
れ
る
､
各
地
方
に
合
同

総
督
が
あ
っ
て
坐
蕗
､
脱
館
､
脚
光
称

の
納
骨
で
出
産
準
を
軽
減
す

る

か
ら
効
物
な
ど
も
願

い
'
現
に
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
で
沓

1
位
四
十
二

法
で
あ
っ
た
が
'
仰
閲
で
は
有
川
十
三
法
も
し
た
'
そ
こ
で
俳
脚
は
米

紺
楯
小
歩
に
射
し
成
代
の
二
倍
の
輸
入
灘
を
か
け
た
伐
で
あ
る
が
'
火

帖
と
英
米
と
の
こ
の
北
路

の
差
は
閲
;iy
の

習

脚
や
批
骨
組
織
､
出
席
催

解
二
娩

二
三

八
二

件
に
相
席
す
る
と
こ
ろ
ふ
か
-
早
急
に
改
め
ら
れ
は
し
な

い
t
L
か
し

い
づ
れ
大
随
に
も
こ
の
組
合
側
庇
が
川
非
て
英
米
と

1
致
す
る
侶
柿
が

川
氷
る
や
う
に
は
な

る
t
も
し
こ
れ
が
川
爽
な
け
れ
ば
､
大
陸
の
虚
栄

は
死
滅
す
る
外
は
な
い
O

つ
ま
-
経
桝
組
織
の
州
姓
で
物
個
は
不
均
術
と
な
る
も
の
で
あ
る
が

鰍
洲
大
陸
と
炎
米
と
は
共
迫
し
た
助
産
組
織
が
あ
る
か
ら
之
を
同

1
程

度
に
革
-
こ
と
は
川
氷
る
'
し
か
し
枯
淡
の
出
席
樵
仲
は
令
-
之
と
鵜

な
り
'
枚
米

の
日
下
わ
な
や
み
は
さ
う
し
た
柚
氷
の
批
産
物
の
物
個
の

不
均
衡
で
あ
る
'
膿
急
手
段
と
し
て
関
税
引
上
げ
位
で
は
到
底

こ
の
不

均
衡
よ
-
凍
る
脅
威
を
防
ぎ
き
れ
な
い
と
考

(
て
ゐ
る
ら
し

い
､
輪
欺

洲
人
の
特
に
背
痛
と
す
る
所
は
､
日
本
が
･;
己
の
称
窓
と
す
る
出
産
を

限
ら
れ
た
る
弼
知
の
湘
品
に
止
め
な
い
で
'
製
造
工
米

の
企
て
の
部
門

に
射
し
幣
鵜
的
鍍
脱
を
と
げ
凡
て
の
縄
判
の
欧
米
晶
に
射
し

て
放
堺
を

開
始
し
た
こ
と
で
あ
る
､
こ
の
ま
1
で
弛
め
ば
枚
米
は
日
本
品
に
対
し

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

北
ハ同
防
街
の
手
段
を
訴
ず
る
だ
ら
う

と
い
ふ
の
で
あ
る
｡

番
焚
ど
こ
ま
で
､
日
本
品
が
払
出
し
う
る
や
は
明
で
は
な
い
が
､
こ

れ
は
日
本
人
の
正
に
髄
悟
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
嬰
鮎
で
は
な
か
ら
う
か
O


